
つながる。が
お
米
に
魅
了
さ
れ
て

　
こ
ん
に
ち
は
。
中
溝 

国
久
隊
員
か
ら
バ

ト
ン
を
引
き
継
ぎ
、
協
力
隊
リ
レ
ー
第
４
回

目
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
地
域
お

こ
し
協
力
隊
、
宮
崎
で
す
。
今
年
の
春
に
安

芸
高
田
市
へ
越
し
て
き
ま
し
て
、
自
然
に
近

い
環
境
に
身
を
置
き
、
日
々
の
生
活
で
小
さ

な
発
見
や
気
づ
き
が
、
よ
り
私
の
五
感
を
刺

激
し
て
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
田
舎
生
活
で
取
り
組
み
た
い
畑
づ
く
り

も
、
細
々
で
す
が
、
近
所
の
方
の
助
け
を
借

り
な
が
ら
、実
践
し
て
い
ま
す
。
い
つ
か
は
、

仲
間
を
募
っ
て
、お
米
づ
く
り
に
も
係
わ
り
、

自
分
た
ち
で
手
を
か
け
た
お
米
を
食
べ
た
い

で
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
描
き
な
が
ら
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
生
活
を
創
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
さ
て
、
昨
年
12
月
に
、
1
年
半
滞
在
し
た

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
帰
国
し
、
恋
し

か
っ
た
の
は
温
泉
と
、
日
本
人
の
ソ
ウ
ル

フ
ー
ド
〝
ご
は
ん
〞。
お
米
の
美
味
し
さ
は
、

私
に
と
っ
て
、M

ade in Japan

で
し
た
。

お
米
は
、〝
ご
は
ん
〞
で
食
べ
る
の
が
一
番
！

で
す
が
、
時
代
の
流
れ
で
米
ば
な
れ
は
進
む

一
方
。
同
時
に
、
田
ん
ぼ
は
荒
れ
、
日
本
の

美
で
あ
る
田
園
風
景
は
消
え
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
、
現
状
に
目
を
向
け
て
欲
し

い
！
そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
、
私
の

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
〝
お
米
〞
に
特
化

し
た
商
品
づ
く
り
で
す
。〝
ラ
イ
ス
ミ
ル
ク
〞

を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
海
外
で

は
、
牛
乳
や
豆
乳
と
同
じ
く
ら
い
一
般
的
な

飲
み
物
で
す
。
た
だ
、
日
本
の
ラ
イ
ス
ミ
ル

ク
は
、
発
酵
文
化
な
ら
で
は
の
酵
素
を
利
用

し
た
発
酵
飲
料
で
、
お
米
の
甘
み
を
最
大
限

に
利
用
し
た
、
砂
糖
添
加
な
し
の
さ
ら
っ
と

し
た
甘
み
の
あ
る
飲
み
物
。
こ
れ
を
、
安
芸

高
田
市
産
の
お
米
で
作
り
た
い
と
奮
闘
中
で

す
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
ラ
イ
ス
ミ
ル

ク
を
用
い
て
ア
イ
ス
や
プ
テ
ィ
ン
グ
へ
活
用

出
来
た
ら
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
や
牛
乳
ア
レ
ル

ギ
ー
の
人
で
も
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
加
え
て
、
小
麦
を
全
く
使
用
し
な

い
地
元
の
米
粉
を
利
用
し
た
米
粉
麺
の
普

及
。
地
元
の
農
家
さ
ん
の
協
力
の
元
、
ま
ず

は
、
県
内
に
あ
る
製
麺
所
で
試
作
を
す
る
予

定
で
す
。
将
来
は
、
地
元
産
の
米
粉
麺
を
給

食
で
提
供
し
、
米
粉
麺
の
五
色
麺
を
新
た
な

特
産
メ
ニ
ュ
ー
に
す
る
な
ど
、
地
域
の
お
米

を
、
ご
は
ん
以
外
で
も
、
地
元
の
人
は
も
ち

ろ
ん
、
市
外
の
人
で
も
、
食
べ
る
仕
組
み
を

確
立
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日本の発酵技術を取り入れた
お米のミルク（イメージ写真）

OMMUNITY- 
EACTIVATING 
OOPERATOR SQUAD 

C 
R 
C 

地域おこし協力隊員リレーコラム　vol.4
宮崎 絵美さん（産業振興部 地域営農課）

減らそう犯罪 安芸高田市安全安心フェスタ開催

安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成27年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

83件

3人

110人

101件

0人

151人

－18件

＋3人

－41人

死 者 数

負傷者数

H27.10末現在
安芸高田警察署管内

★　年末交通事故防止県民総ぐるみ運動　★
期間　12月11日～12月20日までの10日間

☆広島県警では、「年間交通事故死者数90人以下」の達成に向けて
「なくそう交通死亡事故・アンダー 90作戦」をキャッチフレー
ズに交通死亡事故抑止に向けた取組を展開しています。
　～　皆　様　の　ご　協　力　を　お　願　い　し　ま　す　～

日時　12月６日（日）13：00～
場所　クリスタルアージョ大ホール、市役所駐車場
白バイやパトカー、救急車やレスキュー車に乗って写真
を撮ろう！
●安芸高田警察署によるオレわし退治（特殊詐欺）寸劇
●広島県警察音楽隊とみどりの森保育所幼年消防クラブ

とのコラボ

講演

　『広島豪雨災害・子育て世帯から見た防災』
　講師　広島県自主防災アドバイザー　横山 ゆかりさん
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第 回

防犯栄誉銅章

住
すみ

吉
よし

 二
じ

郎
ろう

さん（80）

　平成16年に小原地域振興会の会長に就任し、同時に安芸高田市防犯連合会理事を現
在まで兼任され、これまで青色防犯パトロールカーを使用しての児童の見守り隊の設立、
自主防災組織の設立、地区内の老人養護施設に対する定期的な防犯講話、定期的な独居
老人宅への立ち寄りなど、積極的な防犯活動において中心的な役割を担われたことが評
価され、公益財団法人 全国防犯協会連合会より表彰されました。

全国防犯協会連合会長表彰

秩父宮賜杯　第47回全日本大学駅伝対校選手権大会
広島経済大学　土

ど

居
い

森
もり

　諒
りょう

全国大会出場

三
江
線
の
廃
止
問
題
に
思
う

　
三
次
市
と
江
津
市
を
結
ぶ
木
材
を
中
心

と
し
た
林
産
物
の
輸
送
は
水
運
に
頼
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
鉄
道
輸
送
に
よ
る

大
量
輸
送
が
可
能
と
な
る
事
と
、
地
域
産

業
・
文
化
発
展
の
期
待
を
込
め
、
地
元
の

強
い
要
望
に
応
え
る
形
で
、「
三
江
線
（
総

延
長
１
０
８
・
１
ｋ
ｍ
）」の
工
事
計
画
が
、

Ｊ
Ｒ
（
当
時
「
国
鉄
」）
に
お
い
て
事
業

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
９
２
６
（
昭
和
元
）
年
に
着
工
し
、

災
害
等
に
よ
る
工
事
中
断
を
繰
り
返
し
１

９
７
５
（
昭
和
₅₀
）
年
に
全
線
が
開
通
し

ま
し
た
。
１
９
８
７
（
昭
和
₆₂
）
年
に
は

国
鉄
が
民
営
化
さ
れ
、
利
用
率
の
低
下
か

ら
、
一
時
、
廃
止
路
線
の
対
象
と
な
り
ま

し
た
が
、
代
替
え
と
な
る
生
活
交
通
の
確

保
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
廃
止
を

見
送
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
契
機
に
、
三
江
線
沿
線
６

市
町
（
江
津
市
・
川
本
町
・
美
郷
町
・
邑

南
町
・
三
次
市
・
安
芸
高
田
市
）
で
「
三

江
線
改
良
利
用
促
進
期
成
同
盟
会
（
現
会

長 

景
山
良
材
美
郷
町
長
）」
を
組
織
し
、

三
江
線
の
利
用
促
進
と
存
続
の
た
め
に
、

今
日
ま
で
神
楽
・
地
域
特
産
・
江
の
川
渓

谷
を
活
か
し
た
各
事
業
を
実
施
し
て
き
て

い
ま
す
。
安
芸
高
田
市
に
と
っ
て
も
、
沿

線
に
は
５
つ
の
駅
（
船
佐
・
所
木
・
信
木
・

式
敷
・
香
淀
）
が
あ
り
、
通
勤
・
通
学
等

の
生
活
交
通
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。

　
２
０
１
３
（
平
成
₂₅
）
年
８
月
の
集
中

豪
雨
に
よ
り
、
一
部
不
通
と
な
り
、
復
旧

に
は
₁₁
か
月
を
要
し
ま
し
た
。
私
も
利
用

促
進
期
成
同
盟
会
員
と
し
て
溝
口
島
根
県

知
事
と
共
に
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
復
旧
要
望

を
行
っ
た
事
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
私
は
、
Ｊ
Ｒ
の
今
日
の
状
況
か
ら
数

億
円
の
災
害
復
旧
は
大
変
困
難
と
予
想
し

て
い
ま
し
た
が
、
予
定
通
り
復
旧
し
て
頂

き
安
堵
す
る
と
同
時
に
、
三
江
線
の
存
続

に
希
望
を
持
っ
た
事
は
事
実
で
す
。

　
今
年
8
月
に
は
三
江
線
開
通
₄₀
周
年
記

念
式
典
を
美
郷
町
で
開
催
。
公
募
に
よ
り

決
定
し
た
三
江
線
の
愛
称
名
を
「
江
の
川

鉄
道
」
と
発
表
し
、
沿
線
住
民
の
皆
様
は

も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
皆
様
と
共
に
お
祝
い

を
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
₁₀
月
５
日
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
か
ら
広
島
県
・
島
根
県
に
対
し
、
今

後
三
江
線
を
持
続
可
能
な
新
し
い
交
通
体

系
に
向
け
た
検
討
を
す
る
と
の
説
明
が
あ

り
、
₁₀
月
₂₁
日
に
は
、
三
江
線
改
良
利
用

促
進
期
成
同
盟
会
の
会
長
で
あ
る
美
郷
町

長
に
対
し
て
、
鉄
道
の
代
替
の
新
し
い
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
と
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
三
次
市
・
安
芸
高
田
市

に
は
、
三
江
線
廃
止
の
新
聞
報
道
が
な
さ

れ
た
当
日
の
₁₀
月
₁₇
日
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
米

子
支
社
長
が
来
問
さ
れ
、
現
在
の
三
江
線

の
利
用
実
態
、
経
営
実
態
を
踏
ま
え
、
持

続
可
能
な
新
し
い
交
通
体
系
に
つ
い
て
検

討
し
て
お
り
、
来
年
３
月
に
は
廃
止
を
含

め
た
意
思
表
示
を
す
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
江
津
市
・
美
郷
町
・
川
本
町
・

邑
南
町
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
説
明
が

あ
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
真
鍋
精
志
社
長
は
、
記

者
会
見
で
三
江
線
廃
止
の
理
由
を
、
１
日

当
た
り
の
利
用
人
員
が
₅₀
人
と
西
日
本
で

は
最
も
少
な
く
、
民
営
化
し
た
時
に
比
べ

て
９
分
の
１
に
減
少
し
て
い
る
点
を
述

べ
、２
０
１
４
（
平
成
₂₆
）
年
は
年
間
２
，

３
０
０
万
円
の
収
益
に
対
し
、
維
持
費
用

に
年
間
₁₀
億
円
の
赤
字
を
抱
え
る
厳
し
い

経
営
状
況
を
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後

も
乗
客
増
加
の
可
能
性
は
少
な
い
た
め
経

営
改
善
が
困
難
だ
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
国
運
輸
局
長
は
、
Ｊ
Ｒ
と
沿
線
の
自

治
体
と
の
問
題
で
あ
り
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
沿
線
自
治
体
と
の
協
議
が

必
要
と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
三
江
線
改

良
利
用
促
進
期
成
同
盟
会
で
は
₁₁
月
６

日
、
美
郷
町
に
お
い
て
臨
時
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
①
沿
線
市
町
が

共
通
の
認
識
で
臨
む
。
②
早
い
時
期
に
６

市
町
の
首
長
・
議
長
が
Ｊ
Ｒ
西
日
本
本
社

に
出
向
き
、
真
鍋
精
志
社
長
か
ら
直
接
考

え
を
伺
う
。
③
Ｊ
Ｒ
西
日
本
社
長
の
話
を

伺
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
対
応
を
検
討
す

る
。
④
広
島
・
島
根
県
知
事
に
協
議
へ
の

参
加
を
働
き
か
け
る
。
の
４
項
目
を
協
議

に
よ
っ
て
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
真
鍋
社
長
の
訪
問
後
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
協
議
す
る
事
と
し
ま
し
た
。

安
芸
高
田
市
で
は
、
₁₁
月
₁₂
日
に
高
宮
田

園
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
に
お
い
て
説
明
会
を
行
っ

た
こ
と
は
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
。

︻
お
詫
び
と
訂
正
︼

　
広
報
あ
き
た
か
た
₁₁
月
号
「
市
長
コ
ラ

ム
第
₈₇
回
　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
観
る
安

芸
高
田
市
創
生
」
文
中
の
国
民
希
望
出
生

率
の
数
値
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
詫
び
す
る
と
と

も
に
、
訂
正
致
し
ま
す
。

誤
） 

国
民
希
望
出
生
率
で
あ
る
１
・
８
８

に
引
き
上
げ
る

正
） 

国
民
希
望
出
生
率
で
あ
る
１
・
８
０

に
引
き
上
げ
る
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